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下水の水質の検定方法等に関する省令の一部改正案に 

関するパブリックコメントの募集について 
 

 

 

    

  

  

〒336 -0015 さいたま市南区大字太田窪 2051 番地 2 

TEL.0120-01-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

上水ってどんな種類がある？ 
水道は、水道水の供給対象となる施設や受水槽の規模、またそれ以外でも、

厚生労働省の要領や各都道府県の条例等で規制を受ける水道等があります。 

答えは下記ＵＲＬからご覧いただけます。 

http://www.knights.jp/knightsreport/reports/KR09006.pdf 

国土交通省では、2019 年 7月 8日（月）から 2019年 8月 9日（金）まで、下水の水質の検定方法等

に関する省令の一部改正案に関するパブリックコメントの募集を行いました。 

 

 日本産業規格(JIS)K0102（工場排水試験方法）が、2019 年 3 月 20 日付けで改正され、それに

伴って環境省は、公定分析法に係る環境庁告示を改正しました。 

 これを受け、国土交通省では、環境庁告示の検定方法と整合性をとるため、省令について所要の

改正を検討しています。 

その概要としては、窒素含有量、燐含有量、シアン化合物、フェノール類について、試料の少量化や

流れ分析法の適用などが検討され、主に試料の少量化については適用除外、流れ分析法の一部に

ついては適用可能と判断し、省令においても環境庁告示と同旨の改正を行うこととしています。  

 

※ 規格に新たに追加されたアンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素含有量、六価クロム

化合物、アルキル水銀化合物、ふっ素及びその化合物並びに 1,4－ジオキサンに係るものに

ついても、環境省は環境庁告示の改正を行っていますが、これらの項目又は物質については、

省令の現行規定において環境庁告示が引用されているため、整合性を取るための省令改正を行う

必要がありません。 

 

なお、公布・施行日は 2019 年 9月上旬を予定しています。 

 

当社では、今回改正対象となっている分析項目を含め、排水などの分析について多くの実績と

経験があります。ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

資料 2019 年 7 月 8 日付 国土交通省報道発表資料 

 

環境検査箇所 小野元也
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